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清泉女子大学人文科学研究所・鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター
共同シンポジウム「東京と鹿児島　二つの島津邸をめぐる

近現代」の開催�
「鹿児島の近現代」教育研究センター　センター長　丹羽 謙治

令和7年11月8日（土）に、清泉女子大学
人文科学研究所と弊センターとの共同シン
ポジウム「東京と鹿児島　二つの島津邸を
めぐる近現代」を開催しました。当日は好
天に恵まれ、多くの方々のご参加を得るこ
とができました。弊センターの秋のシンポ
ジウムは今回で4回目となりますが、他大
学と共同で、また二つの会場を設けて対面
とオンラインのハイブリッド方式で開催し
たのは初めての試みです。

清泉女子大学の本館はＪ．コンドルの設
計した重要文化財に指定されている貴重な
建物です。本シンポジウムは、この大正6年

（1917）竣工の島津家本邸と鹿児島の別邸
（明治初めに本邸）であった磯邸を対象と
して、東京と鹿児島の結びつきを考える催
しとして企画しました。

3年ほど前より当時の清泉女子大学の学
長の佐伯孝弘先生、および同大学人文科学
研究所長大野俊先生に企画を提案し、計画

を進めていきました。大野先生が退職され
た後は、その後任の鈴木崇夫先生が引き継
がれ、準備に当たっていただきました。

なお、本体のシンポジウムに関連して、
鹿児島、東京それぞれでオプショナル・ツ
アーを開催しました。鹿児島ではシンポジ
ウムの登壇者でもある小林善仁准教授に、
鹿児島城下町まち歩きツアーをお願いし、
東京では清泉女子大学の学生の案内による
本館見学ツアーを実施していただきまし
た。あっという間に定員に達してしまいま
したが、どちらのツアーも好評をいただく
ことができたようです。

さて、シンポジウムについてですが、多
くの方に鹿児島と東京の繋がりについてよ
り関心を持っていただき、両地の交流を一
層密にしていきたいと考え、それぞれ専門
やご経験の異なる4名の専門家に講演をお
願いしました。

一人目は、鹿児島会場から歴史地理学の
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小林善仁先生（鹿児島大学准教授）。磯の別
邸の歴史と鹿児島城下にあった他の島津家
別邸についてわかりやすく解説していただ
きました。多くの方が驚いたのは、現在の
鹿児島大学水産学部の敷地は明治期に設定
された島津家の犬追物場の跡ということで
した。土地利用の変遷には興味が尽きませ
ん。

続いてお二人目（以下、東京会場よりご
登壇）は、日本近代史の狐塚裕子先生（清
泉女子大学名誉教授）です。仙台の伊達家
の別邸を島津家が購入し、その後清泉女子
大学が取得するまでの歴史を、こちらもわ
かりやすくご説明いただきました。

三人目は、日本の建築史をご専門とされ
ている石田潤一郎先生（武庫川女子大学教
授）に、J．コンドルの建築の特徴につい
て、そのシンメトリカルな外面をくずす形
をとることを他の多くの建築との比較を通
じて語っていただきました。

最後に日本近代史の専門で、長らく鹿児
島の尚古集成館で学芸員をされておりまし

た寺尾美保先生（立教大学特任准教授）よ
り、豊富な資料に基づいて、明治期の島津
家の家政や島津家を支えた旧薩摩藩士につ
いて詳しくお話をいただきました。

その後、わずかの時間でしたが、丹羽が
司会となって東京と鹿児島がどのように繋
がりを保っていくのがよいのか、またどの
ようにしたら学生の交流などが可能になる
のかなどについて話を伺う時間を設け、ご
意見をいただきました。

会場や定員の都合でお断りをせざるを得
なかったことや、時間が長くなってしまっ
たことなど問題点はありましたが、おおむ
ね好評を得て終了することができました。

清泉女子大学の学生及び教職員の皆様、
会場を提供いただきました尚古集成館、島
津興業の皆様、そしてご参加いただきまし
た皆様にこの場を借りて厚く御礼を申し上
げます。鹿児島と東京が過去を振り返りな
がら未来に向けて絆を強固にしていけるよ
う、センターの活動を展開していきたいと
考えております。

（上）東京会場、（下）鹿児島会場の様子


